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暦
は
紫
陽
花
に
雨
光
る
六
月
。 

”子
の
描
く
傘
が
明
る
い
梅
雨
の
入

り
”
歳
時
記
に
和
江
さ
ん
の
一
句

が
眼
に
と
ま
っ
た
が
、
昨
今
、
ス

ク
ー
ル
バ
ス
登
下
校
増
加
。
傘
の

行
列
登
校
風
景
は
減
少
。
▼
高
齢
化
、

少
子
化
、
限
界
集
落
、
消
え
ゆ
く

村
…
左
様
な
ニ
ュ
ー
ス
見
聞
多
々

の
昨
今
、
矢
部
村
南
朝
ゆ
か
り
の

聖
地
御
側
小
学
校
廃
校
後
す
で
に

42
年
、
創
設
当
初
か
ら
勘
定
す
れ

ば
百
一
年
…
。
そ
こ
で
同
校
卒
業
生
、

山
口
久
幸
公
民
館
長
の
肝
入
り
で
『
御

側
小
創
立
一
〇
一
年
記
念
同
窓
会
』

の
呼
び
か
け
。
新
緑
風
薫
る
５
／
３
、

テ
ン
ト
を
張
っ
て
開
催
。
出
会
わ

ず
の
世
代
と
は
い
え
学
び
舎
は
一
つ
。

大
正
、
昭
和
戦
前
、
戦
中
、
戦
後
、

旧
師
を
か
こ
み
、
回
顧
の
話
題
は

多
々
。
こ
こ
に
新
た
な

”絆
”
が

生
ま
れ
、
記
念
碑
の
除
幕
も
―
。
”白

雲
な
び
く
大
杣
の
空
に
は
高
し
御

前
岳
…
”
校
歌
の
声
も
高
ら
か
に
、

南
朝
の
親
王
の
微
笑
も
見
え
る
か

の
よ
う
な
世
に
も
珍
し
い
多
学
年

同
窓
会
。
85
歳
の
旧
師
山
田
ミ
ツ

ル
先
生
揮
毫
の
記
念
碑

”絆
”
の

文
字
が
新
た
な

”絆
”
を
生
む
見

事
な
教
育
灯
台
と
な
る
。
▼
大
藤

の
紫
色
の
花
は
消
え
し
も
、
緑
葉

の
下
、
黒
木
町
神
宮
境
内
で
は
第

13
回
作
曲
家
團
伊
玖
磨
を
偲
ぶ
”だ

ご
汁
忌
”
こ
の
催
し
は
團
さ
ん
と

縁
故
も
深
し
吉
村
誠
氏
の
発
起
。

児
童
、
消
防
隊
の
合
唱
。
な
か
で

も
児
童
の
キ
ー
ボ
ー
ド
伴
奏
の
手

さ
ば
き
に
感
心
。
郷
土
愛
、
文
化

の
伝
承
。
地
域
の
活
力
も
こ
の
へ

ん
の
と
こ
ろ
か
ら
…
。 

 

べんがらの日（べんがら村） 
大浴場お一人様300円 

東京大衆歌謡楽団 
　　　　 　　 （おりなす八女） 
 

 

エンとテンと 
　　　　 　　 （おりなす八女） 
 

べんがらの日（べんがら村） 
大浴場お一人様300円 

なんでも人権相談所 
　 　　 （八女市社会福祉会館） 
　　 　　 （地域福祉センター） 
　　 　　 （地域交流センター） 
　 　　　 （立花市民センター） 
　 　　 （八女市役所星野支所） 
　 　　　　　　 （矢部公民館） 
  （筑後市勤労者家庭支援施設） 
　 　　 （広川町はなやぎの里） 
 

  

  

松尾弁財天縁日（立花町） 
弁護士無料法律相談 
　 　　 （福岡法務局八女支局） 
　　　　  要予約123-2603

 

八女軽トラ市9：30～13：00 
　　  （八女観光物産館駐車場） 

グリーンピア八女ウォーク 
　　　　 　　 （八女歩こう会） 
 

 

お風呂の日（特典あります） 
　　　　　（グリーンピア八女） 
　　　　　　　（温泉館きらら） 
　　　　　　　　　（公園の宿） 
　　　　　　　　（べんがら村） 

  

社会保険個別相談会 
10：00～15：00（八女商工会議所） 
要予約　0942-33-6215 
 

八女軽トラ市9：30～13：00 
　　  （八女観光物産館駐車場） 
 

○ べんがらの日（べんがら村） 
大浴場お一人様300円 

 

定例法律相談会（要予約） 
　　　　　　10：00～12：00 
（八女商工会議所）122-5161 
 

 

   

弁護士無料法律相談 
　 　　 （福岡法務局八女支局） 
　　　　  要予約123-2603 
 

無料法律相談13：30～・要予約 
（八女民主商工会）124-2727 
 

 

 

詩
人 

椎 

窓   

猛 

心配ごと相談（八女市） 

八女市社会福祉会館　６月４日・18日 
黒 木 町 ふ じ の 里　６月４日・18日 
上陽町地域福祉センター　６月11日・25日 
立 花 町 か が や き　６月11日・28日 
 
法律相談（要予約） 

八女市社会福祉会館　６月13日 
黒 木 町 ふ じ の 里　６月20日 
上陽町地域福祉センター　６月27日 

司法書士相談 

黒 木 町 ふ じ の 里　６月13日 
八女市社会福祉会館　６月20日 
 
筑後市 

心配ごと相談 
　毎週木曜日／総合福祉センター 
健康に関する総合相談 
　毎週金曜日／筑後市立病院 

くろぎふるさと日曜市　毎週日曜日 
上陽ふるさと市　　　　毎週土曜日 

○読み聞かせ　八女市立図書館（本館） 
　　　　　　　毎週土曜日　午後２時～ 
　　　　　　　ゆめみらい図書館（黒木分館） 
　　　　　　　毎月第２土曜日　午前11時～ 
○赤ちゃん読み聞かせ　八女市立図書館（本館） 
　　　　　　　毎月第３水曜日　午前11時～ 
　　　　　　　ゆめみらい図書館（黒木分館） 
　　　　　　　毎月第４木曜日　午前11時～ 
 

クラッシーのバックナンバー（2010.1.1号より）が 
インターネットでご覧になれます。 
「デジタルシティやめ」→クラッシー→検索 
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西日本新聞をご購読のあなたにお届けしています 

２ 2014年6月1日 

呟き 

矢
部
川
橋
に
体
当
す
る
漂
流
物
と
激
流

六
月
二
十
八
日
に
至
り
橋
脚
傾
斜
し
交

通
不
能
撮
影
時
は
水
位
は
既
に
一
、
五

米
減
水
し
た
。 

 

福
島
町
津
の
江 

　
　
矢
部
川
右
岸
津
の
江
部
落
川
原
畑
に

　
　
濁
流
は
押
寄
せ
た 

   

　
ほ
た
る
飛
ぶ
清
流 

 

　
遅
い
夏
の
陽
が
沈
む
の
を

待
っ
て
夕
涼
み
に
外
へ
出
る

と
、
家
の
周
り
を
十
匹
余
の

ほ
た
る
が
静
か
に
舞
っ
て
い

る
。
一
時
は
こ
の
辺
か
ら
す

っ
か
り
姿
を
消
し
て
い
た
か

ら
少
し
ず
つ
復
活
し
て
い
る

の
は
嬉
し
い
。
地
域
の
方
々

は
じ
め
関
係
者
の
自
然
環
境

保
護
、
水
質
浄
化
の
地
道
な

努
力
の
成
果
で
あ
ろ
う
。
ほ

た
る
と
言
え
ば
十
年
以
上
前

に
な
る
が
、
黒
木
町
田
代
で

見
た
ほ
た
る
の
群
舞
が
忘
れ

ら
れ
な
い
。
対
岸
の
樹
木
の

梢
か
ら
光
の
滝
の
よ
う
に
川

辺
に
舞
い
降
り
て
く
る
の
で

あ
る
。
真
っ
暗
闇
に
点
滅
す

る
無
数
の
あ
え
か
な
光
の
中

に
、
一
瞬
引
き
込
ま
れ
る
よ

う
な
迫
力
が
あ
っ
た
。 

　
一
昨
年
の
大
水
害
で
八
女

地
方
の
河
川
は
ず
い
分
と
荒

ら
さ
れ
た
だ
け
に
、
川
の
復

旧
状
況
は
い
つ
も
気
に
な
っ

て
い
た
。
六
十
代
か
ら
上
の

世
代
、
八
女
・
筑
後
に
育
っ

た
我
々
の
子
ど
も
時
代
は
川

を
通
し
た
思
い
出
が
い
っ
ぱ

い
詰
ま
っ
て
い
る
。
特
に
夏

休
み
は
朝
の
ラ
ジ
オ
体
操
に

始
ま
っ
て
魚
獲
り
、
水
遊
び

な
ど
で
唇
を
ま
っ
青
に
し
て

一
日
の
ほ
と
ん
ど
を
川
で
過

ご
し
て
い
た
。
澄
ん
だ
川
底

に
は
き
れ
い
な
川
砂
、
小
石

の
下
に
は
小
魚
が
見
え
隠
れ

し
て
い
た
。
前
夜
仕
掛
け
て

い
た
置
き
針
に
ナ
マ
ズ
や
た

ま
に
ウ
ナ
ギ
が
掛
か
る
こ
と

も
あ
っ
た
。
水
量
は
減
り
、

護
岸
工
事
で
当
時
の
姿
に
は

戻
ら
な
い
だ
ろ
う
が
、
ホ
タ

ル
の
舞
い
飛
ぶ
清
流
、
全
国

の
釣
り
フ
ァ
ン
が
憧
れ
る
「
金

ア
ユ
」
が
生
育
す
る
八
女
の

清
流
こ
そ
、
い
つ
ま
で
も
残

し
て
お
き
た
い
八
女
の
宝
物

で
あ
る
。
今
年
も
５
月
下
旬

か
ら
６
月
初
旬
に
か
け
て
立

花
町
辺
春
、
上
陽
町
北
川
内
、

黒
木
町
田
代
等
で
ホ
タ
ル
ま

つ
り
が
あ
る
よ
う
だ
。
今
年

こ
そ
清
流
の
復
興

を
願
っ
て
一
夜
ほ

た
る
狩
り
に
出
か

け
た
い
と
思
っ
て

い
る
。 

  

　
　
　
若
葉
の
頃 

  

　
ま
だ
頬
に
当
た
る
風
が
少
し
冷
た
い

春
の
夜
、
歩
い
て
い
る
と
新
緑
の
匂
い

が
し
た
。
ふ
と
見
上
げ
る
と
、
こ
な
い

だ
ま
で
花
を
咲
か
せ
て
い
た
桜
の
木
に

若
葉
が
た
く
さ
ん
息
吹
い
て
い
た
。
時

は
流
れ
て
い
る
。
嬉
し
い
よ
う
な
寂
し

い
よ
う
な
。 

　
さ
っ
き
ま
で
居
た
店
で
学
生
時
代
の

友
人
と
久
し
ぶ
り
に
会
っ
た
。
辛
い
出

来
事
を
す
っ
か
り
乗
り
越
え
て
逆
に
私

を
励
ま
す
友
。
新
し
い
目
標
を
見
つ
け

充
実
し
た
毎
日
を
送
っ
て
い
る
友
。
あ

た
た
か
い
家
庭
に
見
守
ら
れ
て
安
心
し

た
笑
顔
を
見
せ
る
友
。
も
っ
と
上
手
く

な
り
た
い
と
演
奏
技
術
を
研
磨
す
る
友
。

皆
前
に
進
ん
で
い
る
。
嬉
し
い
よ
う
な

寂
し
い
よ
う
な
。 

　
私
は
と
い
え
ば
、
一
年
前
の
日
記
を

開
い
て
み
る
と
今
と
同
じ
こ
と
を
綴
っ

て
い
る
。
時
は
流
れ
て
い
る
の
に
。
季

節
は
巡
っ
て
い
る
の
に
。 

　
今
年
も
咲
い
て
い
る
だ
ろ
う
か
。
実

家
の
庭
の
ツ
ツ
ジ
。
燃
え
る
よ
う
な
鮮

や
か
な
色
で
い
つ
も
私
の
背
中
を
押
し

て
送
り
出
し
て
く
れ
て
い
た
。
未
来
が

あ
っ
て
希
望
が
あ
っ
て
夢
が
あ
っ
た
あ

の
頃
、
幸
せ
な
自
分
の
将
来
を
思
い
描

い
て
い
た
は
ず
。 

　
新
緑
の
若
葉
の
よ
う
に
愛
情
と
い
う

太
陽
の
光
い
っ
ぱ
い
浴
び
て
、
鮮
や
か

な
ツ
ツ
ジ
の
よ
う
に
明
る
く
誰
か
の
心

を
和
ま
せ
て
、
何
の
不
安
も
な
く
、
何

の
苛
立
ち
も
な
く
、
何
の
お
そ
れ
も
な

く
、
穏
や
か
に
前
に
進
み
た
い
。
き
っ

と
、
そ
れ
が
今
の
私
が
描
く
幸
せ
だ
。 

森
　
志
穂 

　　　　　　新茶販売実習　　　　八女農業高等学校 
  どんたくで賑わう５月３日（土）福岡市の天神岩田屋本店で、

本校の新茶を販売しました。 

　生産技術科茶業・作物専攻を代表し、３年の池田夏奈さんと

築地原香奈さんが、販売実習を行いました。２人とも、お客様

の多さにとまどいながらも、高校生らしい初々しい態度で、新

茶の試飲を勧めたり、お茶についての説明を一生懸命行い、と

ても好評でした。お客様からは「毎年購入してます。おいしい

お茶だわ」「頑張ってね。応援しているからね」と励ましの言

葉をいただきました。 

　これまでの学習の成果を充分に発揮すると同時に地域貢献に

もなり貴重な販売実習でした。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 

６月の（八女農みらい館）開館日 

３日（火）、６日（金）、10日（火）、13日（金）、17日（火）、20日（金）、

24日（火）、27日（金） 

　販売時間は、10時30分～15時30分です。 

  多くの皆様がお越しいただくことを心よりお待ちしています。 

　
大
東
寺
絵
手
紙
教
室
は
、
知

人
の
方
よ
り
紹
介
し
て
頂
き
入

会
し
て
も
う
数
年
通
っ
て
お
り

ま
す
。 

　
絵
は
な
か
な
か
上
達
し
ま
せ

ん
が
、
大
坪
先
生
の
や
さ
し
い

一
言
に
励
ま
さ
れ
続
け
て
お
り

ま
す
。 

　
絵
の
き
っ
か
け
は
、
星
野
富

弘
氏
の
カ
レ
ン
ダ
ー
で
す
。
手

の
不
自
由
さ
を
感
じ
さ
せ
ぬ
絵
、

文
章
に
感
動
を
受
け
ま
し
た
。

こ
れ
か
ら
孫
や
お
友
達
へ
手
軽

に
四
季
折
々
絵
手
紙
を
出
せ
る

様
に
頑
張
り
た
い
と
思
い
ま
す
。

今
年
で
九
回
目
の
絵
手
紙
展
示

会
で
す
。
ど
う
ぞ
お
立
ち
寄
り

下
さ
い
。
大
東
寺
様
、
大
坪
先

生
こ
れ
か
ら
も
宜
し
く
お
願
い

致
し
ま
す
。 

八女市龍ヶ原 

坂本　スミカ 

楽
し
い
絵
手
紙 

矢部川3大水害記録写真展 

八
女
の
宝
物 

樋口　保　画　　眼鏡橋と蛍 
（ふるさとカレンダー30年の歩みより） 

　平成24年の矢部川豪雨災害。

それは、多くの人にとって想

定外の自然の猛威でした。し

かし、過去にも、大正10年、

昭和28年と矢部川流域は同規

模の大水害に繰り返し見舞わ

れてきました。当館では、こ

れら三大水害の記録写真80点余、

江戸時代の川絵図、水害記録

誌などを展示します。 

　矢部川流域に暮らす人々は、

古から豪雨災害の都度、果敢

に立ち上がり復興と再生を図

ってきました。しかし、今日

では、山間地特有の過疎化、

山林や田畑の荒廃など、今ま

で以上に幾多の困難が立ちは

だかっているようにみえます。これらの課題が行政と地域住民の英知を結集して

克服さることを切に願わずにはおれません。 

　さらに、本写真展が、洪水避難・防災知識の習得、治水事業の啓蒙、被災地の

復興と振興などの一助となれば幸いです。ご来館をお待ちしています。 

　期間＝6月3日（火）～6月29日（日） 

　会場・問い合わせ＝八女市横町町家交流館（1２３・４３１１） 
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（少し間があきましたが№９からの続きです）９５歳になって徐々に体力が

衰えてきた母……。「長生きはしたが友だちいなくなり」（シルバー川柳）

仲の良かった近くの親しい人も次次に亡くなられ、兄弟姉妹も自分のことで

精いっぱいとなり一人でぼんやり過ごす時間が多くなりました。そんな母に

子ども（と言っても４人の総年齢359歳ですが）のうち娘２人が「介護付有

料老人施設」への入居をすすめるために母の居室へいきました。 

　ほどなく母を伴って戻ってきました。 

　百聞は一見に如かず。母を連れて施設を見学に行こうということになりま

した。息子二人は手分けして、近隣の施設に電話で見学の交渉です。結局三

つの施設を見せてもらうことになりました。食堂、浴室、居室、娯楽室、機

能訓練室等どこもきれいで充実しています。母も全く拒絶ではないようです。

多少不便な思いをしても長く住みなれた家がいいか、終の住みかになるかも

知れない環境のいい暮らしをとるか決断を迫られます。決め手としては、家

から近い。多くの同世代の人がいる。介護スタッフがやさしそう。入居者に

小学校時代の人がいるなど色んな要素があります。しかし口にしませんが母

の頭の中には家族にあまり迷惑をかけたくないという思いが一番強いのかも

しれません。「親子は一世、夫婦は二世」ふと脳裏をよぎりました。たかお 

　矢部村では丁度、日向神ダムの千本桜が咲き始める頃、

杉山の林床にサツマイナモリが咲いている。この花は多年

草で谷間の岩場など水分の多い場所で見ることが多い。 

　名前の由来は、三重県の稲森山で発見されたイナモリソ

ウによく似た花で

薩摩で最初にみつ

けられたというこ

とらしい。花の内

側が毛で覆われて

いてふっくらとし

た柔らかい感じの

かわいい花であ

る。 

（黒木町） 

松尾　重根 

 

  

■
黒
木
町 

く
す
の
実
句
会 

（
二
月
） 

悦
び
も
哀
し
み
も
独
り
春
寒
し

　
　
　
　
　
　
　
吉
泉
　
守
峰 

村
の
名
は
残
る
峠
や
小
雪
舞
ふ

　
　
　
　
　
　
　
青
木
　
早
弓 

雪
を
呼
ぶ
嵐
の
音
に
寝
も
や
ら

ず
　
　
　
　
　
　
野
崎
万
智
子 

オ
ン
ド
ル
に
母
語
ら
ざ
る
日
々

の
あ
り
　
　
　
　
寺
田
　
睦
子 

松
明
の
明
り
頼
り
に
初
若
布 

　
　
　
　
　
　
　
松
尾
ア
サ
子 

綻
び
て
ま
た
縮
む
ご
と
梅
の
花 

　
　
　
　
　
　
　
鍋
島
　
翔
山 

（
三
月
） 

寒
風
は
地
球
を
掠
ふ
星
の
息 

　
　
　
　
　
　
　
吉
泉
　
守
峰 

雛
飾
る
商
家
の
出
窓
畳
敷
き 

　
　
　
　
　
　
　
青
木
　
早
弓 

種
芋
の
待
ち
わ
び
る
ご
と
芽
を

伸
ば
す
　
　
　
　
鍋
島
　
翔
山 

雪
積
も
る
被
災
地
白
き
無
人
島 

　
　
　
　
　
　
　
東
野
　
蓉
子 

煙
り
立
つ
松
の
薦
焼
く
雨
水
か

な
　
　
　
　
　
　
松
尾
ア
サ
子 

吊
り
革
に
揺
れ
て
目
刺
し
の
ご

と
き
客
　
　
　
　
寺
田
　
睦
子 

啓
蟄
に
ま
だ
間
の
あ
り
し
ハ
ウ

ス
内
　
　
　
　
　
野
崎
万
智
子 

■
上
陽
町 

陽
泉
俳
句
会 

（
二
月
） 

温
も
り
の
生
れ
に
し
処
寒
椿 

　
　
　
　
　
　
　
城
後
　
正
子 

銀
盤
の
四
回
転
や
ソ
チ
の
華 

　
　
　
　
　
　
　
梅
野
ト
ラ
ノ 

褞
袍
着
て
仮
設
の
午
後
の
鎮
魂

歌
　
　
　
　
　
　
古
賀
シ
ツ
カ 

昭
和
の
香
残
す
港
の
春
時
雨 

　
　
　
　
　
　
　
大
坪
　
清
香 

竹
林
の
ま
だ
静
か
な
り
春
隣
り 

　
　
　
　
　
　
　
大
坪
　
延
子 

冬
帽
子
目
深
に
被
り
畑
周
り 

　
　
　
　
　
　
　
荒
川
ミ
ヤ
子 

ち
ょ
こ
な
ん
と
庭
石
の
裾
蕗
の

薹
　
　
　
　
　
　
柴
田
　
啓
一 

立
春
や
ス
カ
ー
フ
少
し
派
手
に

す
る
　
　
　
　
　
倉
ノ
下
和
代 

（
三
月
） 

病
む
友
に
禁
句
も
避
け
て
春
た

よ
り
　
　
　
　
　
城
後
　
正
子 

寒
林
の
樗
檪
と
な
り
て
鳥
呼
ば

ず
　
　
　
　
　
　
吉
泉
　
守
峰 

揺
る
る
尾
の
ほ
の
か
に
見
え
て

春
の
鯉
　
　
　
　
大
坪
　
延
子 

蜘
蛛
の
囲
に
枯
葉
一
枚
は
た
め

け
り
　
　
　
　
　
中
村
　
境
子 

虐
待
の
子
の
多
き
世
や
春
霙 

　
　
　
　
　
　
　
荒
川
ミ
ヤ
子 

紅
梅
の
香
り
に
一
と
間
あ
け
放

つ
　
　
　
　
　
　
柴
田
　
啓
一 

目
の
走
る
と
こ
ろ
ど
こ
ろ
に
椿

か
な
　
　
　
　
　
倉
ノ
下
和
代 

仙
人
も
食
せ
ぬ
も
の
に
よ
な
ぐ

も
り
　
　
　
　
　
大
坪
　
清
香 

■
立
花
町 

立
花
俳
句
会 

（
三
月
） 

助
辞
ひ
と
つ
推
し
て
敲
い
て
春

一
と
日
　
　
　
　
吉
泉
　
守
峰 

花
冷
や
日
々
世
に
疎
く
な
り
に

け
り
　
　
　
　
　
中
尾
カ
ヲ
ル 

茶
一
服
春
の
条
幅
書
き
終
へ
て 

　
　
　
　
　
　
　
西
島
志
乃
芙 

咲
き
誇
る
菜
花
を
避
け
て
畦
の

道
　
　
　
　
　
　
橋
本
ミ
ユ
キ 

鳥
曇
り
川
面
に
映
す
廃
校
舎 

　
　
　
　
　
　
　
中
村
テ
ル
ヨ 

春
場
所
や
髷
な
き
筆
頭
奮
戦
す 

　
　
　
　
　
　
　
樋
口
　
　
力 

カ
ル
ス
ト
に
赤
き
線
伸
ぶ
野
焼

か
な
　
　
　
　
　
原
　
　
宣
子 

茶
畑
に
耳
欹
つ
る
鴬
の
声 

　
　
　
　
　
　
　
末
継
ミ
ヨ
子 

■
ひ
ろ
か
わ
俳
句
会 

（
四
月
） 

交
番
に
猫
が
留
す
居
の
長
閑
け

さ
や
　
　
　
　
　
山
下
　
次
男 

一
陣
の
風
を
ま
と
も
に
花
吹
雪 

　
　
　
　
　
　
　
御
厨
と
み
子 

春
昼
や
ひ
と
り
の
客
の
路
線
バ

ス
　
　
　
　
　
　
水
本
　
艶
子 

麗
ら
か
や
波
紋
を
写
す
水
の
底 

　
　
　
　
　
　
　
水
本
　
辰
次 

耕
し
て
土
の
匂
ひ
も
長
閑
か
な

り
　
　
　
　
　
　
松
延
　
朝
美 

長
閑
さ
や
う
つ
ら
う
つ
ら
の
媼

か
な
　
　
　
　
　
中
村
　
良
郎 

の
ど
か
さ
や
子
亀
並
び
て
甲
羅

干
し
　
　
　
　
　
田
川
　
義
巳 

急
斜
面
手
づ
か
ぬ
ま
ま
よ
竹
の

秋
　
　
　
　
　
　
酒
井
　
　
司 

■
八
女
睦
句
会 

（
三
月
） 

百
千
鳥
不
協
和
音
の
鴉
か
な 

　
　
　
　
　
　
　
堤
　
　
呼
秋 

風
船
の
逃
げ
行
く
空
へ
泣
く
子

か
な
　
　
　
　
　
松
尾
　
貞
義 

夕
支
度
ゆ
と
り
の
出
来
し
日
永

か
な
　
　
　
　
　
山
口
　
弘
子 

法
螺
の
音
に
法
の
山
々
芽
吹
き

け
り
　
　
　
　
　
大
坪
　
栄
子 

片
付
け
も
ま
だ
ま
だ
な
ら
ず
春

炬
燵
　
　
　
　
　
牛
島
佐
智
子 

辛
ふ
じ
て
遠
山
見
す
る
霞
か
な 

　
　
　
　
　
　
　
穴
見
ミ
キ
ヱ 

悪
童
は
何
を
し
て
来
し
春
の
泥 

　
　
　
　
　
　
　
伊
藤
　
幸
子 

一
斉
に
華
や
ぐ
球
場
ゴ
ム
風
船 

　
　
　
　
　
　
　
城
戸
　
和
子 

八女市吉田 

城後　由嬉子 

gallery街かど 

　
若
い
頃
お

友
達
の
お
母

さ
ん
が
久
留

米
の
老
人
大

学
院
に
通
っ

て
お
ら
れ
た

様
子
が
ス
テ

キ
で
、
私
も
そ
の
時
期
が
来
た
ら
学
び
た
い

と
思
っ
て
い
ま
し
た
。
ま
ず
不
得
意
の
絵
に

挑
戦
し
よ
う
と
水
墨
画
に
入
会
し
ま
し
た
。

中
島
先
生
の
情
熱
溢
れ
る
御
指
導
や
、
一
筆

で
表
現
さ
れ
る
濃
淡
の
美
し
さ
に
感
動
し
、

や
っ
て
み
た
い
と
興
味
を
覚
え
ま
し
た
。
や

れ
ば
や
る
程
難
し
く
、
今
だ
に
手
探
り
の
状

態
で
す
が
、
苦
し
さ
、
楽
し
さ
を
味
わ
い
感

じ
な
が
ら
、
水
墨
画
に
出
会
え
た
事
は
ほ
ん

と
う
に
良
か
っ
た
と
痛
感
し
て
い
ま
す
。
グ

ル
ー
プ
の
学
習
も
楽
し
く
、
皆
さ
ん
の
進
歩

に
目
を
見
張
り
、
背
中
を
押
さ
れ
な
が
ら
…

継
続
は
力
な
り
、
成
せ
ば
成
る
の
精
神
で
こ

れ
か
ら
も
精
進
出
来
れ
ば
と
願
っ
て
い
ま
す
。 

              

　
ど
く
だ
み
は
、
そ
の
匂
い
か
ら

嫌
わ
れ
る
こ
と
も
多
い
が
、
よ
く

見
る
と
、
あ
の
白
十
字
は
、
可
愛

い
い
も
の
で
あ
る
。 

　
昔
か
ら
知
ら
れ
た
民
間
薬
草
で
、

十
以
上
の
力
が
あ
る
の
で
、
別
名
、

十
薬
と
も
言
わ
れ
る
。
白
十
字
は
、

花
で
な
く
、
葉
が
変
化
し
た
も
の

だ
そ
う
だ
。 

八
女
川
柳
会
　
安
達
　
昇 

今
月
の
川
柳 

サツマイナモリ（薩摩稲森）[アカネ科]
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老々介護　№10　終いの住みかはどこに… 

ク
ラ
ッ
シ
ー
文
芸 

■
立
花
町
短
歌
会
（
四
月
） 

う
つ
む
き
て
咲
き
た
る
小
百
合
の
花
の
露
零
れ
落
ち
て
は
土
に 

消
え
ゆ
く
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
野
中
　
裕
政 

雨
上
が
り
桜
の
花
び
ら
地
に
落
ち
て
花
の
命
の
短
さ
思
う 

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
田
中
た
つ
じ 

筍
は
日
毎
に
量
を
増
し
て
く
る
楽
し
み
も
あ
り
ま
だ
現
役
と 

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
松
尾
ミ
サ
キ 

復
興
に
力
添
え
す
る
歌
声
は
テ
レ
ビ
で
流
れ
る
「
花
は
咲
く
」 

よ
と
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
鶴
�
隆
次
郎 

満
開
の
桜
で
遊
ぶ
小
鳥
た
ち
枝
を
飛
ぶ
た
び
花
び
ら
舞
い
散
る 

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
中
村
サ
チ
子 

青
空
に
伸
び
て
辛
夷
の
花
盛
り
植
え
た
る
妻
は
見
る
こ
と
も
な 

く
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
井
上
　
　
精 

庭
先
の
椿
の
花
は
ポ
ト
ポ
ト
と
散
り
て
真
っ
赤
な
絨
毯
を
敷
く 

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
中
島
　
睦
美 

庭
先
に
木
蓮
咲
い
て
や
っ
と
春
遅
霜
受
け
て
一
夜
に
変
わ
る 

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
橋
本
　
泰
州 

こ
も 

ち
ょ
れ
き 

ど
て
ら 

あ 

み
ぞ
れ 



西日本新聞をご購読のあなたにお届けしています 

４ 2014年6月1日 

 

　
川

祭

り

 
 

　
旧
の
五
月
（
さ
つ
き
）
に

も
な
る
と
、
四
囲
は
も
う
初

夏
の
装
い
で
す
。
里
か
ら
野

へ
山
へ
と
見
渡
す
限
り
鮮
緑

で
ま
ぶ
し
い
く
ら
い
で
す
。

苗
代
で
は
四
、
五
寸
に
も
伸

び
た
苗
が
そ
よ
ぎ
、
夜
は
蛙

の
合
唱
が
繰
り
返
さ
れ
て
、

誘
蛾
灯
の
炎
が
ゆ
ら
ぎ
ま
す
。

そ
よ
ぐ
涼
風
、
川
辺
で
は
早

い
蛍
が
ち
ら
ほ
ら
目
に
つ
き

ま
す
。
旧
の
五
月
五
日
に
は

「
川
祭
り
」
が
や
っ
て
き
ま

す
。 

　
「
川
祭
リ
チ
ャ
　
コ
ノ
頃

ア
ン
マ
リ
　
セ
ン
ゴ
ツ
ナ
ッ

タ
ナ
ヤ
」
「
ソ
ー
タ
イ
。
初

手
ハ
　
イ
ン
ガ
ッ
ト
　
講
中

デ
シ
ョ
ー
ツ
タ
バ
ッ
テ
…
…
」

「
ア
リ
ャ
家
回
シ
デ
　
寄
り

合
ウ
テ
　
飲
ミ
食
イ
ノ
楽
シ

ミ
ジ
ャ
ッ
タ
タ
イ
」
「
楽
シ

ミ
デ
ン
ア
ッ
タ
ガ
　
麦
殻
デ

　
イ
ロ
イ
ロ
作
ッ
タ
リ
シ
テ

オ
オ
ゴ
ト
ジ
ャ
ッ
タ
ガ
…
」 

　
麦
殻
を
す
ぐ
っ
て
、
酒
樽

や
盃
、
そ
の
肴
に
た
こ
を
作

り
ま
す
。
木
で
鰹
節
や
魚
を

作
り
、
表
面
を
焦
が
し
て
黒

く
し
ま
す
。
作
り
方
は
年
季

の
入
っ
た
老
人
か
ら
の
順
送

り
の
も
の
で
す
。
子
供
た
ち

は
、
め
い
め
い
に
呪
い
文
句

や
自
分
の
望
み
な
ど
を
短
冊

に
認
め
ま
す
。
こ
れ
を
青
笹

に
つ
る
し
て
川
面
す
れ
す
れ

に
土
手
に
突
き
立
て
る
の
で

す
。 

　
古
来
、
水
が
な
い
所
に
は

生
活
は
あ
り
ま
せ
ん
。
自
然

の
恵
み
の
水
は
、
即
神
の
恵

み
で
、
水
の
あ
る
所
必
ず
水

神
様
が
い
ら
っ
し
ゃ
る
の
で

す
。
集
落
の
も
え
井
側
、
高

み
に
あ
る
溜
池
、
清
冽
な
流

れ
や
淀
ん
だ
深
い
渕
な
ど
を

総
覧
し
て
、
水
難
か
ら
守
り
、

火
災
を
消
し
て
く
れ
る
神
様

な
の
で
す
。
つ
る
べ
の
あ
る

昔
の
井
側
で
は
、
井
戸
浚
え

の
時
に
は
必
ず
井
戸
端
で
祭

り
を
し
て
い
た
こ
と
を
思
い

出
し
ま
す
。
当
時
も
水
は
と

て
も
重
要
だ
っ
た
の
で
す
。 

　
と
は
言
え
、
時
に
は
恵
み

の
水
が
災
害
を
も
た
ら
す
こ

と
も
あ
り
ま
す
。
洪
水
で
思

わ
ぬ
災
害
を
受
け
、
渕
や
溜

池
で
水
難
事
故
が
起
き
る
こ

と
も
あ
り
ま
す
。
川
祭
り
は

水
の
恵
み
に
感
謝
し
、
水
難

逃
れ
を
祈
る
素
朴
な
祭
り
だ

っ
た
の
で
す
。
水
神
に
捧
げ

た
残
り
の
馳
走
で
、
講
中
一

同
和
楽
の
宴
を
繰
り
拡
げ
、

日
な
が
一
日
、
話
の
広
場
で

の
心
の
交
流
は
ま
た
「
良
き

哉
」
で
あ
っ
た
の
で
す
。
今

で
は
水
難
も
な
く
、
日
ご
ろ

か
ら
飽
食
を
し
て
い
る
せ
い

か
、
川
祭
り
を
し
て
い
る
所

は
殆
ん
ど
見
当
た
り
ま
せ
ん
。 

 

八
女
の
方
言
歳
時
記
・
郷
田

敏
男
著
よ
り 

ご協力ありがとうございました ベターホームの楽しいcooking

いろいろ野菜のカポナータ 

① 野菜は１～1.5㎝角に切る。 

② 鍋にオリーブ油を温め、野菜

　 を加えて１～２分いためる。

　 ワインを加え、ふたをして弱

　 火で約５分煮る。Ａを加え　

　 ひと煮立ちしたら火を止める。 

材　　料（作りやすい分量） 作　り　方 

ズッキーニ…………小１本（100g） 

たまねぎ………………1/3個（70g） 

パプリカ（赤）…………1/3個（50g） 

セロリ…………………1/3本（30g） 

オリーブ油………………大さじ１ 

白ワイン…………………大さじ２ 

　　　砂糖…………… 小さじ1/2 

　　　塩……………… 小さじ1/4 

　　　こしょう………………少々 

　　　レモン汁（または酢） 

　　　……………………小さじ２ 

【料理本】 

お弁当がすぐできる、 

便利なおかずより 

￥１２９６（税込） 

本のカタログは、送料無料でお届け。お気軽にご請求ください。 
〒810-0001中央区天神2－13－17　ベターホーム宛 

● ベターホームの本のお申込みは、電話、ＦＡＸ、インターネットで受付中。 
　1092-714-2411　FAX092-711-7830　　ＵＲＬ  http://www.betterhome.jp　 
 

つるかめ食堂 
―60歳からの健康維持レシピ― 
￥１５１２（税込） 

シニア 
世代向け 

ふ
る
さ
と
の
伝
統
行
事 

⑥ 

添乗員の耳より情報　第11回 

　ゴールデンウィ

ークも終わりまし

たが、いかがお過

ごしでしょうか？ 

　今回、取り上げ

るのは、同じ福岡

県の大正のロマン

薫る「門司港レト

ロ」のある意外な

食べ物についてご

紹介致します。 

門司港といえば

…バナナの叩き売り、焼きカレーなどが有名ですが、地元でひそかに

話題になっている食べ物があります。それは、「ちゃんらー」です。

和風だしの効いたスープに、ちゃんぽんめんを入れて、豚肉ともやし

をトッピングした素朴な料理になっています。しかも、それを考案し

たと言われているのが、門司港出身のタレント芋洗坂係長のお母さん

なんです。今現在、2代目清美食堂として、ちゃんらーのお店を門司

港に出しています。ちなみに、私も学生時代、高校の学食で食べてい

ました…（笑） 

　門司港にお越しの際は、 

一度食べてみる価値あり 

ますよ！ 

　門司港のことに関する 

ことは、是非、筑後旅行 

センターまで。 

 

 

 

 

 

 

 

 

　筑後旅行センター 

　Tel：0942-52-4911 

　営業課　阿井　幸太郎 

　ヤンマー建機杯第18回矢部川交流軟式野球大会は

みやま、柳川、八女、筑後四市立中学校野球部24チ

ームが参加して開催されました。各チームの選手は

日ごろの練習の成果を存分に発揮し好ゲームの連続

でした。試合結果は優勝筑後中学校（筑後市）準優勝昭代中学校（柳河市）

でした。全力で戦ってくれた全選手の皆さん、大会開催にご尽力賜りまし

た関係各位に心より御礼申し上げます。　　　　大会委員長　木本　文明 

Ａ 
野菜は、冷蔵庫にあるものでも 

ＯＫ！ 

レモンの酸味がさっぱりおいしく、 

パンによく合います！ 

立花町下辺春国道3号線沿 
TEL 0943-37-1711

６
月
の
道
の
駅
た
ち
ば
な 

梅本光男　画 

ま
じ
な 

し
た
た 


